
【様式１】                                   令和 4 年度 

 団体名 

 糸満市立 兼城中学校 

連絡先  TEL：098-994-6352 

E メール：kanecyu@kanegusukuc.city.itoman.okinawa.jp 

 

 １ 実践事項（ ②今年度の実践 ） 

   タイトル：「 思考力・判断力・表現力等を高める指導法の工夫改善 」 

 

 ２ 実践内容 

(1)  「兼中スタイル」として共通理解し、授業実践に努める。 

(2)  学習規律を高めるための取組として「兼城中学習スタンダード」を全校体制で実践する。 

(3)  校内研修による授業改善の推進 

① 主要 5 教科は、週 1 回教科会を設定し、授業改善に向けての取組や教材研究を深める。 

② 日々の授業を通して学習指導の工夫改善を図り、研究を深めるために、全職員が 1 人 1 回以

上の公開授業・授業参観を行う。その後、管理職と教科担当者との授業研究会を実施する。授

業参観の際は「授業振り返りシート」を活用する。 

(4) 「スケジュールノート」を年度初めに配布し、毎週金曜日に学習活動や予定などを記入する時

間を日課表に組み込み、主体性・計画性の育成を図った。 

 

 ３ 説明資料（写真、グラフ、図、表など） 

 

 

 

 

 

 

 

 

    (写真：テストの様子)        （表：スケジュールノート活用）          （写真：生徒のスケジュールノート） 

 ４ 成果 

今年度は行事等が多くあり、計画的に学活等を通して話し合い活動を取り入れることができた。

また、生徒会を中心に学級討議の時間を持つ機会も多くありその討議した内容が全体に伝わるよう、

掲示板等で掲示するなどの視覚的工夫があり生徒の意欲を高めることができた。 

 

スケジュールノートに関するアンケートより「時間割の確認ができ、その日の行事やイベント

など確かめることができた。」などの回答を得ることができた。 

 

 ５ 課題 

 

日課表にスケジュールノートを記入する時間を設定しているがスケジュールノートに関するア

ンケートより、7 割近くの生徒が活用されていない状況であった。次年度はアンケート結果を参考

に記入項目等の課題を解決し全校生徒がスケジュールノートを活用できるようにする。 

 

活用できなかった 

活用できた 


